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合

見
直
し
に
対
す
る
考
え
方
を
整
理

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
見
直
し
に
向
け

て
連
合
（
古
賀
伸
明
会
長
）
は
、
五
月
二
六

日
に
開
い
た
中
央
執
行
委
員
会
で
考
え
方
を

整
理
し
た
。

　

連
合
が
現
行
の
高
齢
法
で
課
題
と
し
て
あ

げ
る
の
は
以
下
の
三
点
。
一
つ
め
と
し
て
は
、

企
業
が
い
ず
れ
の
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ
て

い
な
い
場
合
、
現
行
法
で
は
、
そ
う
し
た
企

業
は
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
指
導
、
助
言
お

よ
び
勧
告
の
対
象
と
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、「
労
働
者
が
継
続
し
た
雇
用
を
権
利
と

し
て
請
求
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
」

点
を
あ
げ
た
。

　

二
つ
め
は
、
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
の

基
準
に
つ
い
て
。
現
行
法
で
は
、
過
半
数
で

組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
は
そ
の
労

組
、
そ
う
し
た
労
組
が
な
い
場
合
は
過
半
数

代
表
と
協
定
を
結
べ
ば
、
対
象
者
に
関
す
る

基
準
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
連
合
で
は
、「
希
望
者
全
員

の
継
続
雇
用
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
問

題
視
し
て
お
り
、「
基
準
を
め
ぐ
る
紛
争
も
生

じ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

三
つ
め
は
、
中
小
企
業
の
実
態
に
絡
む
こ

と
。「
考
え
方
」
の
な
か
で
連
合
は
、
中
小

企
業
で
は
通
常
、
法
律
以
上
の
協
約
を
締
結

す
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
小
の
間
で
は
「
六
五
歳
定
年
制
を
法
律
と

し
て
掲
げ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
も
あ
る
」

と
述
べ
た
。

全
員
65
歳
ま
で
を
基
本
に

　

法
律
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
重
視
す
べ

き
視
点
と
し
て
は
、
三
点
を
提
示
し
た
。
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、「
希
望
す
る
者
全
員
が
六
五
歳
ま

で
働
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
基
本
」
と
す
る

と
し
な
が
ら
、
第
一
に
、
高
齢
者
の
能
力
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を
強
調
。「
高
度

に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
・
技
能
、
知
識
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
若
年
層
に
伝
承
し
て
い
く

た
め
の
環
境
整
備
を
は
か
る
」
と
し
て
い
る
。

　

第
二
は
、
高
年
齢
者
の
働
き
方
や
暮
ら
し

方
の
ニ
ー
ズ
の
尊
重
。
六
〇
歳
以
降
の
働
き

方
や
暮
ら
し
方
に
対
す
る
労
働
者
の
ニ
ー
ズ

の
多
様
性
や
心
身
の
状
況
の
格
差
に
、「
十
分

に
配
慮
し
た
制
度
」
と
す
る
こ
と
を
あ
げ
た
。

　

最
後
に
は
、
社
会
保
障
制
度
と
の
関
係
を

掲
げ
、
高
齢
者
も
「
税
・
社
会
保
障
制
度
の

支
え
手
と
な
り
得
る
よ
う
な
高
齢
者
雇
用
を

構
想
す
る
と
と
も
に
、
就
労
で
き
な
い
者
に

対
す
る
住
宅
政
策
等
も
含
め
た
社
会
的
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
万
全
を
期
す
」
と
し

て
い
る
。

対
象
者
の
基
準
は
廃
止
を

　
「
考
え
方
」
に
掲
げ
ら
れ
た
連
合
が
求
め

る
具
体
的
施
策
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
、

ま
ず
、
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
に
つ

い
て
「
定
年
年
齢
の
一
律
的
な
延
長
を
望
ま

な
い
労
働
者
も
一
定
程
度
存
在
す
る
」
こ
と

を
理
由
に
あ
げ
、
現
行
の
①
六
五
歳
以
上
へ

の
定
年
の
引
き
上
げ
②
六
五
歳
以
上
ま
で
の

継
続
雇
用
制
度
③
定
年
の
定
め
の
廃
止
―
―

の
い
ず
れ
も
選
択
視
と
し
て
残
す
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
る
。

　

高
齢
法
第
八
条
で
定
め
る
法
定
の
定
年
年

齢
に
つ
い
て
は
、
現
行
は
六
〇
歳
と
な
っ
て

い
る
が
、「
二
〇
二
五
年
に
向
け
て
六
五
歳
定

年
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
こ
と

を
求
め
た
。

　

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
の
基
準
設
定
に

つ
い
て
は
、「
廃
止
」
し
て
、
希
望
者
全
員
を

対
象
と
す
る
制
度
に
あ
ら
た
め
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

　

雇
用
確
保
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
企
業
へ

の
対
処
で
は
、
労
働
者
が
継
続
雇
用
さ
れ
る

こ
と
を
自
ら
の
権
利
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
「
対
応
を
は
か
る
た
め
の
法

整
備
を
行
う
」
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
が
働
き
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、
政
労
使
で
の
積

極
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
を
強
調
。
個
別

企
業
の
労
使
協
議
で
多
様
な
働
き
方
の
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
政
府
側

は
「
助
成
金
や
税
制
優
遇
措
置
な
ど
、
労
使

の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す
る
」

こ
と
を
主
張
し
た
。

　

ま
た
、
六
〇
歳
を
超
え
る
と
体
力
や
健
康

面
で
個
人
差
も
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

視
力
・
聴
力
な
ど
の
身
体
能
力
に
対
応
し
た

作
業
環
境
の
改
善
や
安
全
衛
生
対
策
な
ど
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
も
要
望
。
社
会
保
険
等
と

の
関
連
で
は
、
雇
用
保
険
制
度
の
適
用
対
象

年
齢
が
六
五
歳
未
満
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
に
つ
い
て
、
現
行
制

度
を
堅
持
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

　

年
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
在
職
老
齢
年

金
制
度
を
廃
止
し
て
、
総
収
入
を
ベ
ー
ス
と

し
て
年
金
額
を
調
整
す
る
制
度
に
抜
本
的
に

見
直
す
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
七
〇
歳
ま
で

の
雇
用
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
は
、「
議
論
す

る
の
は
適
当
で
は
な
い
」
と
し
て
、
ま
ず
は

希
望
す
る
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
の
実
現

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

談
話
は
「
お
お
む
ね
評
価
」

　

厚
生
労
働
省
の
「
今
後
の
高
年
齢
者
雇
用

に
関
す
る
研
究
会
」
が
ま
と
め
た
報
告
書
に

つ
い
て
、
連
合
は
六
月
二
〇
日
、
南
雲
弘
行

事
務
局
長
の
談
話
を
発
表
し
た
。

　

厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
す
べ
て
の

部
分
で
六
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
二
〇
二

労組の対応

連
合
の
高
齢
法
の
見
直
し
に
向
け
た
　

　
　
　
　
方
針
と
基
幹
労
連
の
取
り
組
み
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五
年
ま
で
に
定
年
年
齢
を
六
五
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
方
向
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
や
、
継

続
雇
用
制
度
の
対
象
者
の
基
準
を
廃
止
す
る

方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
評
価

で
き
る
」
と
し
た
。
ま
た
、
報
告
が
、
雇
用

確
保
措
置
と
し
て
三
つ
の
選
択
肢
（
定
年
延

長
、
継
続
雇
用
、
定
年
廃
止
）
を
維
持
し
た

こ
と
や
、
対
象
者
の
基
準
を
設
け
る
制
度
の

廃
止
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
点
に
触
れ
、「
お
お

む
ね
、
連
合
の
問
題
意
識
を
反
映
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
」
と
肯
定
的
に
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
企
業
が
雇
用
確
保
措
置
を
実
施
し

て
い
な
い
場
合
に
、
従
来
か
ら
連
合
が
求
め

て
き
た
労
働
者
側
の
損
害
賠
償
な
ど
を
可
能

に
す
る
「
私
法
上
の
効
果
を
持
た
せ
る
」
こ

と
に
つ
い
て
は
、「
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し

て
い
な
い
こ
と
は
極
め
て
残
念
で
あ
る
。
司

法
に
よ
る
救
済
も
労
働
者
保
護
の
重
要
な
手

段
」
だ
と
主
張
し
て
、
再
考
を
強
く
求
め
た
。

基
幹
労
連

安
定
雇
用
の
取
組
方
針
案
を
提
示

　

連
合
内
の
他
産
別
に
先
駆
け
て
二
〇
一
三

年
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
基
幹
労
連
は
、

今
月
一
九
日
の
加
盟
組
合
代
表
者
会
議
で

「
六
〇
歳
以
降
の
安
定
雇
用
」
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
方
針
案
を
提
起
し
た
。
希
望

す
る
者
全
員
が
年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用
の
場
を
確
保
。

そ
の
際
の
処
遇
は
、
六
〇
歳
に
な
る
前
と
の

連
続
性
を
考
慮
し
た
対
応
が
望
ま
し
い
と
す

る
。
具
体
的
に
は
、
税
や
社
会
保
障
を
除
く

必
要
生
計
費
を
月
額
二
八
万
円
程
度
と
す
る

賃
金
水
準
を
明
記
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら

に
議
論
・
検
討
を
重
ね
、
九
月
の
中
間
大
会

で
正
式
決
定
す
る
。

10
春
闘
で
労
使
検
討
の
場
を

　

基
幹
労
連
は
二
〇
一
〇
年
の
春
闘
で
「
二

〇
一
三
年
問
題
」
へ
の
対
応
を
要
求
の
柱
に

盛
り
込
み
、
交
渉
を
通
じ
て
構
成
組
織
の
約

七
割
が
「
労
使
検
討
の
場
の
設
置
」
な
ど
の

前
向
き
な
回
答
を
引
き
出
す
な
ど
、
将
来
的

な
雇
用
と
生
活
に
対
す
る
「
安
心
・
安
定
の

確
保
」
に
取
り
組
ん
だ
。

　

今
年
二
月
の
中
央
委
員
会
で
は
、「
六
〇
歳

以
降
の
安
定
雇
用
」
の
確
保
に
向
け
た
検
討

の
進
め
方
に
つ
い
て
、「
希
望
者
全
員
に
対
す

る
年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で
の
雇
用
の
場
の

確
保
」
や
「
生
計
費
の
確
保
と
成
果
に
見
合

う
処
遇
の
両
立
」
な
ど
八
項
目
の
基
本
的
な

考
え
方
を
提
示
。
六
月
の
加
盟
組
合
書
記
長

会
議
の
討
論
を
経
て
、
九
月
の
定
期
大
会
で

安
定
雇
用
の
実
現
に
必
要
な
「
ク
リ
ア
す
べ

き
ハ
ー
ド
ル
」
を
示
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

希
望
者
全
員
が
働
け
る
制
度
に

　

方
針
案
は
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
を
目
的

と
し
た
う
え
で
、
法
律
で
示
さ
れ
る
「
六
五

歳
以
上
へ
の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
」「
六
五

歳
以
上
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
」「
定
年
の
定

め
の
廃
止
」
の
三
つ
選
択
肢
に
基
づ
き
、
希

望
者
全
員
に
対
す
る
「
六
〇
歳
以
降
の
安
定

雇
用
」
の
実
現
を
明
記
。
そ
の
際
、
現
行
の

継
続
雇
用
制
度
で
の
対
象
者
の
基
準
設
定
は

原
則
廃
止
し
、
引
き
続
き
働
く
こ
と
を
望
む

人
が
全
員
六
五
歳
ま
で
働
け
る
制
度
に
す
る
。

　

六
〇
歳
以
降
の
就
労
意
思
は
、
六
〇
歳
以

前
に
行
う
個
人
面
談
な
ど
を
通
じ
て
確
認
。

本
人
の
希
望
を
踏
ま
え
て
柔
軟
な
契
約
期
間

の
設
定
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

年
齢
は
賃
下
げ
の
理
由
に
な
ら
な
い

　

さ
ら
に
、
六
〇
歳
以
降
の
就
労
は
、「
個
々

人
が
そ
れ
ま
で
に
培
っ
た
技
術
・
技
能
を
も

と
に
活
き
活
き
と
働
き
、
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
現
職
で
一
人
前
に

働
き
続
け
る
観
点
が
重
要
」
と
し
た
う
え
で
、

「
年
齢
が
六
〇
歳
を
超
え
て
い
る
こ
と
の
み

に
よ
っ
て
、
敢
え
て
賃
金
を
引
き
下
げ
る
理

由
に
は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
調
。
六
〇
歳

前
後
の
「
処
遇
の
連
続
性
を
考
慮
し
た
制
度

設
計
が
望
ま
し
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
加
齢
に
伴
い
、
能
力
の
発

揮
度
合
い
に
つ
い
て
は
個
人
差
が
大
き
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
な
ど
と
一
定
の
配

慮
も
求
め
、新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
た「
労

使
話
し
合
い
の
場
」
で
検
討
す
べ
き
と
し
た
。

「
年
齢
だ
け
を
理
由
に
賃
金
を
下
げ
る
の
は

お
か
し
い
が
、
加
齢
に
伴
う
個
人
差
を
考
慮

す
る
こ
と
も
必
要
。
そ
う
し
た
な
か
で
世
代

間
で
納
得
し
う
る『
働
き
方
に
見
合
う
処
遇
』

の
実
現
が
重
要
」（
近
藤
之
事
務
局
次
長
）
と

の
考
え
だ
。

必
要
生
計
費
28
万
円
を
明
記

　

二
〇
一
三
年
度
以
降
は
、
無
年
金
期
間
が

発
生
す
る
た
め
、
六
〇
歳
以
降
の
人
が
世
間

一
般
的
な
生
活
水
準
を
維
持
す
る
に
は
、
税

金
や
社
会
保
険
料
を
除
く
必
要
生
計
費
と
し

て
、
一
定
の
収
入
が
必
要
不
可
欠
。
そ
こ
で
、

方
針
案
は
、
六
〇
歳
以
降
の
必
要
生
計
費
の

水
準
「
月
額
二
八
万
円
程
度
」
を
提
示
。「
基

本
的
に
は
諸
手
当
も
含
め
た
月
例
賃
金
で
確

保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
た
。

　

そ
の
根
拠
は
、
基
幹
労
連
の
「
総
合
意
識

実
態
調
査
」（
二
〇
〇
九
年
七
～
八
月
に
実

施
）
と
総
務
省
の
家
計
調
査
（
〇
八
年
、
〇

九
年
）
に
あ
る
。
前
者
の
実
態
調
査
で
、
夫

婦
二
人
が
老
後
に
必
要
な
生
計
費
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
回
答
の
平
均
は
月
額
二
八
万
四
〇

〇
〇
円
。
こ
の
う
ち
、
六
〇
歳
以
降
の
人
の

回
答
に
限
定
す
る
と
二
七
万
九
〇
〇
〇
円
だ

っ
た
。
他
方
、
家
計
調
査
の
六
〇
～
六
九
歳

の
二
人
以
上
世
帯
の
消
費
支
出
を
み
る
と
、

〇
八
年
は
二
七
万
四
〇
〇
〇
円
、
〇
九
年
は

二
七
万
七
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
た
。

　
「
実
際
に
現
行
の
再
雇
用
制
度
で
働
く
人

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
、
二
〇
万
円
前
後
の
月

収
プ
ラ
ス
六
万
円
程
の
年
金
に
三
万
円
ぐ
ら

い
の
高
齢
者
雇
用
奨
励
給
付
金
を
足
し
併
せ

て
、
大
体
、
同
水
準
の
収
入
を
得
て
い
る
」

（
伊
藤
彰
英
中
央
執
行
委
員
）
と
い
う
。

年
収
336
万
円
の
水
準
も

　

と
は
い
え
、
月
例
賃
金
で
二
〇
万
円
前
後

の
企
業
負
担
が
一
気
に
二
八
万
円
に
な
る
の

は
、
い
か
に
も
厳
し
い
。
ま
た
、
経
営
側
か

ら
す
れ
ば
「
何
故
、
国
の
制
度
変
更
分
を
企

業
が
補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と

も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
一
時
金
の
生

計
費
補
填
部
分
と
併
せ
て
「
年
間
必
要
生
計

費
三
三
六
万
円
程
度
」
の
水
準
を
確
保
す
る

考
え
方
も
同
時
に
示
し
た
。「
組
合
員
籍
」

の
継
続
や
福
利
厚
生
等
諸
制
度
の
一
貫
し
た

考
え
方
で
の
対
応
も
求
め
る
方
針
。
労
災
・

通
災
付
加
補
償
や
各
種
割
増
率
、労
働
時
間
・

休
日
に
つ
い
て
も
六
〇
歳
段
階
の
処
遇
を
そ

の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
一

時
金
の
成
果
還
元
要
素
な
ど
の
要
素
も
、
六

〇
歳
で
線
引
き
す
る
こ
と
な
く
同
様
の
考
え

方
で
の
水
準
決
定
を
求
め
て
い
く
。

　

各
構
成
組
織
は
九
月
の
中
間
大
会
の
決
定

を
経
て
、
制
度
設
計
に
向
け
た
労
使
の
検
討

を
開
始
。
一
二
年
末
を
目
途
に
、
遅
く
と
も

一
三
年
四
月
か
ら
の
新
制
度
適
用
を
め
ざ
す
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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経
団
連
は
七
月
一
九
日
、「
今
後
の
高
齢
者
雇
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
提
言
を
公
表
し
た
。
政
府
に

お
け
る
検
討
状
況
や
企
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

雇
用
政
策
を
実
施
す
る
際
の
留
意
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
の
基
本
的
な
考
え
方

１．高齢者雇用制度をめぐる現状

２．基本的な考え方

３．具体的な高齢者雇用施策のあり方


